重篤な運動障害を有する先天性筋疾患児へのスイッチ操作を介したコミュニケーション支援の展開過程 by 寺本 淳志



























































１．対象児：M さん（女児）（以下 M と略す）。肢体不自由特別支援学校の重複学級
に在籍しており、支援開始時 (201X年 4月 )は 9歳であった。先天性ミオパチーの一種、
ネマリンミオパチーと診断されており、生後早い時期から症状が現れる乳児重症型で
ある。  
２．生育歴：  出産後、ミルクがうまく飲むことが出来ずに NICU に搬送されすぐに
人工呼吸器装着となった。生後 6 か月時に気管切開し、以後は常時人工呼吸器を装用
している。生後 12 か月で退院して在宅での生活を始めた。現在は、定期的な通院の

















 （４）コミュニケーション：係わり合い開始時点で明確であった M の発信手段は以
下の通りである。  
①Yes や No のサイン：他者からの問い掛けに対して、下瞼辺りを僅かに動かすこと
で「Yes」、白目をしたり、目を逸らしたり、反応し無かったりすることで「No」であ
ることを伝えていた。生後 6 か月頃から使っていたとのことであった。  
②感情を伝える表情：表情筋の動きは少ないものの、特に目付近の動きによって、「笑






の表現 )」等の返事の他、「デキター」、「オッケー」、「アタマ (“頭の位置をずらして ”、







で「”テレビをつけて ”」、時計を見て「 ”時間になったよ ”」等の要求や事実を伝えてい
た。また、ペンを握っている際に「テッテ」や「ペン」と発生し、視線を左に向けた
場合には「 ”ペンをもっと左にずらして ”」という指示を意味していた。このような視



















教材の作動の様子などを言語化して M に伝えること、それらの結果について M と積
極的に共有して活動を楽しむこと、タッチペン操作時に身体援助をする際も含めて、
活動においては M のイニシアチブを保障すること、等を基本的な方針とした。  
５．手続き 
 ①期間：201X 年 4 月から 201X+2 年 6 月までに、週に 1 回程度 M の自宅に訪問し
て 66 回の係わり合いをもった。各回については以下 S1,S2..と記す。1 回の係わり合
いは 90 分程度だが、A の体調に応じて変動もあった。  
 ②分析：係わり合いの場面をビデオ録画し、映像に基づいて記述記録を作成した。















た。結果的に S2 から使用したタッチスイッチ (株式会社ビット・トレード・ワン製の
透明シール型タッチスイッチを使用した )を、左腕及び親指の動きを組み合わせるよう










図 1. クリップ型スイッチ     図 2. タッチスイッチ       図 3. タッチスイッチ使用時  
 上述の通り、臥位姿勢を長時間保つことは M にとって負担も大きく、時折、M が
臥位姿勢での活動を希望することがあった。臥位姿勢 (右側臥位 )では、体の下側にな
る右手では M が在籍する学校の教員が作成した箱型スイッチ（図 4)を用いた。その
際、M は右肘を伸展させたまま右肩の動きで腕全体を前後方向へ動かしてスイッチを
押した。体の上側に来る左手ではクリップ型スイッチを操作した。なお、クリップ型






















図 4. 箱型スイッチ                        図 5. タッチペン使用時  











れた。スライド距離は長くても 5~8mm 程度ではあったが、M は腕の回内様の動きと、
親指の動きとを組み合わせて上手に操作することができるようになった。  
スイッチ操作やタッチペン操作を介して行う活動は、主に以下の通りであった。全
て、基本的には S1 の時点で筆者から M に提案して行った。その後は、セッションご









れる教材（図 6）。  
④UFO キャッチャーゲームなど、より操作の難易度の高いパソコン教材：上記 c)及び






リなど、上記 f)や g)の動きで操作するアプリケーション  
⑦タブレットでのなぞりアプリケーション：直線、曲線、図形、数字、文字などをな
ぞるアプリケーション：M は右手でタッチペンを握り、その手を包み込むように筆






























 活動を選択して遂行して次を選ぶという流れは M と筆者との間ですぐに共有された。 
 しかしながら、特に S1～S5 の時期には、活動を選択して M がひとしきり遊んだ後





 筆者もまた、この時期は M の操作行動の確認という意識が高かったため、その後は
できるだけ教材やアプリの動きを言語化して M と共有したり、ゲームの結果を一緒に
喜んだり悔しがったりして、情動を共有することに努めた。  
 その後、M は次第に、筆者からの問い掛けへの応答や、M 自らの要求とは異なる新
たな表出行動を示すようになった。例えば S7 では、UFO キャッチャーゲームを行っ
た際に、M はキャラクターをキャッチすることに成功し、効果音に合わせて鋭い目つ
きでカメラに視線を向けた。筆者は当初この視線の意味を掴みきれなかったが、近く







表 1 扇風機の操作を介したやり取り場面  
やりとり場面の概要   やりとりの流れ  





















































用した環境設定は M の意思表出行動の促進にとって有効であったと考えられる。  
 また、そのような M による外界の理解や働きかけの様相の変化に伴って、筆者によ
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